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従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

研究成果に関する文献・資料

燃料電池用白金ナノ粒子触媒の
メタノール還元法による簡便合成

窒素ドープカーボンを担体として用いることによって、簡便なメタノール還元法で
の平均粒子径をもつ白金ナノ粒子触媒を合成することに成功しました。

この白金触媒は窒素ドープカーボン担体と相互作用して活性がさらに向上しました。

⚫ 炉や真空装置などが不要な量産に適した簡便なプロセスの
ため、大規模な設備導入やノウハウが不要です。

⚫ 従来のアルコール還元法では 以下の平均粒子径の
白金を合成することは困難でしたが、窒素ドープカーボン担体
を用いることで、 前後の白金を容易に合成できます。

⚫

（オープンアクセス論文）
⚫ 立花直樹、“ポーラスカーボン材料の合成と応用” シーエム

シー出版 第 章 年 月
⚫ 年 月号

共同研究者 湯川 泰之、森河 和雄、川口 雅弘（都産技研）
本研究の一部は 科研費 により実施しました。

複合素材技術グループ 立花 直樹

⚫ 燃料電池の高出力化、量産・試作コスト低減
⚫ 水電解セルの効率向上
⚫ 繰り返し充放電可能な金属空気電池への展開

特許第 号

多摩テクノプラザ

研究員からのひとこと
特別な設備が不要で、平均粒子径で数
以下の白金ナノ粒子触媒を容易に合成するこ
とができます。

管状炉、真空装置等
万円

還流用冷却管＋オイルバス
＜ 万円
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10 nm 白金担持窒素ドープカーボンの
← 像および ↑ 粒度分布

0 1 2 3 4 5 6 7
0

10
20
30
40
50
60

 

 

N
um

be
r o

f p
ar

tic
le

s

Paticle diameter / nm

平均粒子径

白金担持
窒素ドープカーボン

白金担持カーボン

← スペクトル
触媒ー担体相互作用
によるシフト⇒活性向上！

触媒担体

（カーボン、
TiO2、WC等）

塩化白金酸

含浸法に
よる担持

加熱分解
（>350℃）

従従来来法法のの一一例例(含含浸浸法法)

本本合合成成法法

窒素ドープ
カーボン

ジニトロジアンミン
白金溶液，メタノール

加熱還流
（メタノール中，
沸点：65℃）

白金担持触媒

白金担持
窒素ドープカーボン

One step!


